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論 文内容の要旨
本論文は， Siー Cの骨格を有する有機重合体ポリカルポシランを前駆物質とする炭化ケイ素繊維の製
造に関する基礎研究，および工業化のための製造諸条件を検討したものであり.7章から成っている。
第 1章では本研究の目的，意義およびその概要を述べるとともに，その背景となる有機ケイ素化合物
を前駆物質とする炭化ケイ素繊維の研究の現状について述べている。
第2章では工業的に最適なポ リカノレポシランの製造法の確立という観点から，密閉高圧下，常庄下，
低圧下での3通りの圧力条件下での合成法について比較検討している。
第3章では，ポリカルポシランの諸特性(自主点比重，分子量分布，溶融体粘度など)を担1)定L.こ
れらの特性が炭化ケイ素繊維の製造工程 (紡糸，不融化，焼成)ならびに繊維特性に及ぼす影響を検討
し，さらに，赤外吸収スベクトルなどによりポリカルポシランの構造を推定L.これから合成反応の機
構についても考察を行っている。
第4章では，空気中での熱処理によるポリカルポシラン繊維の不融化の機構を不融化前後の重量変化，
赤外吸収スペクトノレ，ゲル浸透ク ロ7 トグラフなどを観察した結果から考察するとともに，不融化条件
が繊維特性に及ぼす影響を検討している。
第5.では，不融化ポリカノレボシラ ン繊維を焼成し炭化ケイ素繊維にする際，処理温度が繊維特性お
よび構造に及ぼす影響， ならびに炭化ケイ紫繊維の物理特性 (密度，熱膨脹係数，熱伝導~) .機械的
特性(ヨ|張強さ， 引E長持性E私伸び).電気的特性(電気比抵抗，誘電率)を測定し，その各特性を明
らかにしている。さらに高温長時間の暴露試験を行い繊維特性と構造の変化を検討している。
第6:1撃では，炭化ケイ素繊維の工業化に際L.本研究での成果を基に，各種品質管理手法を活用して
??
?
??? ?
生産プラントを建設し，工業生産実施に至った過程について述べている。
第7章では，本研究全体の結果を総括するとともに，炭化ケイ素繊維の用途開発の現状についても述
べている O
論文の審査結果の要旨
セラミック繊維と繊維強化複合材料は，計量高強度というその優れた特徴から既存の金属あるいはプ
ラスチック材料に代る新材料として開発され，実用化されつつある。その代表的なものが炭素繊維であ
るが，炭素特有の性質として4000C以上の高温空気中では酸化消耗により劣化するのが欠点であった。
この欠点を解決するために開発されたのが炭化ケイ素繊維であり，世界的に注目を浴び工業化への期待
が高まった。
本論文はこの炭化ケイ素繊維の工業化に当たって，その製造工程(原料合成，紡糸，不融化，焼成)
における基本的な製造条件を明らかにすることを意図したものであり，その成果を要約するとつぎのよ
うであるO
(1) ポリカルボシランの合成方法について，その反応条件および反応機構を検討し過剰な生成ガスを
系外に放出させて保持される定圧下 (5kg・cm-2)での反応により，高品質のポリカルボシランが高
収率で得られることを見出している O
(2) ポリカルボシランの特性と炭化ケイ素繊維の製造工程特性，繊維特性との関係を明らかにし，最適
なポリカルボシランの特性を見出している O
(3) ポリカルボシランの不融化反機構を明らかにするとともに，不融化条件が繊維特性および構造に及
ぼす影響を検討し，最適不融化条件を見出している。
(4) 炭化ケイ素繊維の焼成条件による繊維特性と構造の変化を検討し最適焼成条件を見出すとともに，
製造された繊維が優れた機械的特性，電気的特性，耐熱性を有することを明らかにしている O
以上の成果に基づき炭化ケイ素繊佐の工業的製造条件を確立し，工業生産プラントを設計，建設し，
同繊維の工業生産を実現させたものである O
以上のように，本論文は基礎研究で得た知見を基に品質管理手法などを活用して工業化に成功してお
り，材料化学に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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